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　７月25日、市役所玄関ロビーを会場に行田市役所ロ
ビーコンサートが開催されました。市民の皆さんに親し
まれる市役所を目指し、午後０時20分から30分間行
われました。
　行田アンサンブル協会の矢部リンメイさんがハープ、
福島明佳さんがフルートで「荒城の月」「ディズニーメ
ドレー」などを演奏。ロビーに響き渡る心地よいハープ
とフルートの音色に訪れた人たちは足を止め、優雅な昼
のひとときを過ごしていました。

万一に備えて
　災害に強い安全なまちづくり……………２～３
～市民の声を市政に～
　「市長と語る対話集会」を開催します………４
保健案内……………１２～１３
写真館……………１６～１７
広場……………１８～１９
催し・募集……………２０～２３
歴史系譜・キラリ元気……………２４
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万一に備えて
　　　災害に強い安全なまちづくり
万一に備えて
　　　災害に強い安全なまちづくり

　日本は世界でも有数の地震多発国です。いつ、どこで地震が発生しても不思議ではありません。今
年7月16日に発生した「平成19年新潟県中越沖地震」では、最も被害の大きかった地域で震度６
強の揺れを記録しました。この揺れは、人は立っていることができず、固定していない家具のほとん
どが転倒します。また、耐震性の低い建物は倒壊することもあります。
　地震の発生を止めることはできませんが、被害を最小限に抑えることは可能です。市では、災害に
強い安全なまちづくりを進めていますが、市民一人ひとりが「自らの身は、自ら守る」という意識の
もとに、日ごろから災害に備えることも重要です。

防災行政無線の整備

　災害時などの情報伝達手段として、市内１４５カ所に防
災行政無線のスピーカーを設置しています。この防災行
政無線は、避難勧告や避難指示といった緊急放送をはじ
め、動作確認を兼ねた日常的な定時放送を行っています。

　落雷などにより放送機器が故障することもあります
ので、定時放送などが聞こえない場合は防災安全課ま
で連絡してください。　　　　　　　　　　　　

避難所・避難場所の指定

　災害時の避難所として市内の公共施設５１カ所を、また、一時的な避難場所として公園や広場など２０カ所を指定しています。

地区 施　設　名 地区 施　設　名 地区 施　設　名

忍
中央小学校 太井 泉小学校

南河原
南河原中学校

忍中学校

長野

東小学校 南河原公民館

行 田
商工センター 長野中学校 南河原荘
コミュニティセンターみずしろ 進修館高等学校（旧工業高校）

埼玉
埼玉小学校

佐 間

南小学校 桜ヶ丘小学校 埼玉中学校
婦人ホーム 勤労会館 埼玉公民館
行田中学校 長野公民館

星宮
星宮小学校

忍・行田公民館
荒木

荒木公民館 星宮公民館
佐間公民館 荒木小学校

下忍
下忍小学校

持田
持田公民館 見沼中学校 下忍公民館
西小学校

須加
須加小学校

太田

旧行田女子高等学校
西中学校 大堰永寿荘 太田公民館

星河

星河公民館 須加公民館 太田西小学校
北小学校

北河原
北河原小学校 太田東小学校

進修館高等学校 北河原公民館 太田中学校
総合体育館 総合福祉会館 地域文化センター

太井 太井公民館 南河原 南河原小学校 地域交流センター

【指定避難所】

※ 各小・中学校および総合体育館には防災備蓄倉庫が設置してあります。

施　設　名 施　設　名 施　設　名 施　設　名
水城公園 産業文化会館駐車場 清水町公園 見沼元圦公園
中央児童公園 富士見公園 鶴土井公園 古代蓮公園
城西公園 富士見児童交通公園 壱里山公園 向町公園
市役所駐車場 さきたま古墳公園 棚田中央公園 馬見塚公園
市民プール駐車場 門井球場 総合公園 犬塚農村公園

【指定避難場所】

　災害時に備え、最寄りの避難所・
避難場所を確認してください。
　また、避難経路は一つでなく複
数決めておきましょう。
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非常時のための備蓄状況

　避難所となる小・中学校および総合体育館に防災備蓄倉
庫を設置し、災害時の応急救助に必要な資機材や、避難生
活に必要な食料、生活必需品などを備蓄しています。

【備蓄物資】

　大災害が発生した場合、水道やガスが使えなくな
ることや、道路の破損により防災機関による救援活
動がすぐにできないことも考えられます。そのため、
それぞれの家庭で３日間は自足できるよう、非常食
や飲料水を準備しておきましょう。

防災訓練・防災体験教室の実施

　毎年、各防災関係機関をはじめ多くの市民の皆さんに参
加していただき、救出救助、初期消火、物資輸送などの総
合的な防災訓練をはじめ、埼玉県防災学習センター（鴻巣
市）を利用して、地震・暴風雨などの体験と災害発生の仕
組みなどを学習する防災体験教室を実施しています。　

簡易耐震診断の実施

　今住んでいる住居（昭和５６年以前に建てられた木造
２階建て以下の建物）が、どの程度耐震性があるかをパ
ソコンソフトで診断する、木造建物簡易耐震診断を無料
で実施しています。この診断を受けるには、建物の図面
を用意し（図面が無い場合は聞き取りで行います）開発
指導課の窓口に申し込みください。

災害時避難行動要支援者登録制度

　大規模災害に備え、災害発生直後に避難行動要支援
者（自力で避難することのできない高齢者や障害者など）
を重点的に支援するため、避難行動要支援者が自ら手を
挙げ登録する避難行動要支援者登録制度を制定し、その
制度の中で得た避難行動要支援者の情報を基に、災害時
に効果的な支援活動ができるよう備えています。　

　この度、市では洪水ハザードマップを作成し全戸配布
しました。行田市は北に利根川、南に荒川と過去に氾

はんらん

濫
したことのある大河に接しているため、ハザードマップ
では、利根川が氾濫した場合と荒川が氾濫した場合を片
面ずつ掲載しています。
　このハザードマップは、国が示した浸水想定区域図に
浸水時の有効な避難所を表示し、市民の皆さんに平時か
ら避難経路や避難場所を確認していただくためのマップ
です。想定される浸水深は地図上に色分けして表示して
ありますので、付近の浸水深なども併せて確認し、浸水
時には速やかに安全な場所に避難してください。

洪水ハザードマップの活用

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線 282）

区　分 物　資　名 区　分 物　資　名

救助用資機材

救助資機材セット（斧、バールなど）

避難生活用資機材

テント
ヘルメット 浄水器
ブルーシート 仮設トイレ
懐中電灯 車いす
発動発電機 ポリタンク
電気コードドラム ひしゃく
担架 カセットコンロ
投光器 肌着セット
リヤカー 毛布
救急箱　 紙おむつ
拡声器 トイレットペーパー

非常用食料品
アルファー米、ビスケットなど ポリバケツ
保存水　 ろうそく

　防災訓練や防災体験教室などに積極的に参加し、
日ごろの備えの重要性や隣近所での助け合いの大切
さを理解し、市民一人ひとりの防災意識を高めるこ
とが地域の防災力を高めるうえで大変重要です。　
　　　

　診断結果により耐震性が不足している場合は、
耐震補強工事を行うことも必要です。
　なお、家具類に固定器具を取り付けたり、ガラ
スに飛散防止フィルムを貼ったりすることも有効
な防災対策になります。

　災害発生時に自力で避難することのできない方
は、この制度を活用し地域での支援を受けること
が有効な対策です。詳しい内容は、地域の民生・
児童委員または福祉課まで問い合わせください。

防災備蓄倉庫と備蓄物資
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意　見
小学生が、道路に接する塀にボール

をぶつけて遊んでいる姿を見かけます。
学校の校庭の遊具を使用できれば、

人が集まりゲームに発展することにも
つながるため、休日などの学校施設の
開放を促してください。

意　見
結婚相談に登録していますが、女性
の登録者が少ないです。特に30歳～
40歳代の女性が少ないのでなかなか
決まりません。今後、パーティーなど
を開催してください。

提　言
災害時の緊急避難場所が近くにな
かったり、収容状況が悪かったりなど
の条件下にある住民に対して、民間の
事業所などを避難場所にすることはで
きないでしょうか。

回　答
各種団体への休日などにおける学校

施設の開放については、市内小・中学
校で実施しています。個人的に校庭の
遊具を使用することは、特に制限を設
けていないため、団体の使用がないと
きなどは自由に使っていただいていま
す。
ご指摘のように、子どもに外遊びを

させることは、テレビゲーム離れがで
き、体力を養うことにもつながること
から、休日などの校庭をさらに安全に
使えるよう研究してまいります。

回　答
現在、結婚相談は毎月第1・2金曜
日と奇数月の第 3日曜日に実施して
います。以前にも同様の要望があり、
いただいたご意見を踏まえ、今年の秋
に、「（仮称）出会いパーティー」の開
催を予定しています。
今年度は、自治会回覧において当相
談事業の周知を行うほか、市内各施設
などへポスター掲示を行うことで女性
の登録者増加に努めています。

回　答
災害時における指定避難所・避難場
所につきましては、現在、市内小・中
学校の体育館、公民館、公園などの公
共施設を指定しています。
民間施設の活用ですが、避難生活が
長引くことを想定した場合、本来の施
設の機能が働かなくなることもあり得
るため、現状では公共施設のみを避難
所に指定しています。避難施設が少な
い地域では、今後、検討してまいりま
す。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいた
ものの中から、その一部を紹介するものです。　▶問い合わせ　広報広聴課（内線318）

「市長への手紙」��

「もし自分が市長だったら」という視点から、市政に対する意見・提言を寄せていただく「市長と語る対話集会」
を開催します。この集会は、自治会長をはじめ各種団体長などを対象に、対話方式で市長が直接皆さんの声を
伺うものです。10月から来年の2月まで、9会場で順次開催していく予定です。
10月は次の3地区を対象に開催します。また、各地区在住の方から参加者を募集しますので、ぜひ参加し
てください。

～市民の声を市政に～

▶開催日時・場所

▶応募資格　該当地区在住の方　▶定員　各地区5人（先着順）
▶申し込み　9月18日（火）午前9時～21日（金）午後5時に、電話で申し込みください。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「市長と語る対話集会」を開催します

地　区 日　　　　　　時 場　　　所

第 １ 回 星　河 10月 3 日（水）午後7時～8時30分　 星 河 公 民 館

第 ２ 回 太　田 10月13日（土）午前10時30分～正午 太 田 公 民 館

第 ３ 回 太　井 10月20日（土）午後1時30分～3時　 太 井 公 民 館
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9月は敬老月間です

○就業・不就業に関する統計調査です
・就業構造基本調査は国が実施する重要な統計調査の

一つで、国民の就業・不就業の状態を調査し、国お
よび地域別の就業構造に関する基礎資料を得ること
を目的としています。

・この調査から得られたデータは、国や都道府県にお
ける雇用政策や経済政策などの企画・立案のための
資料として利用されます。

○統計調査員が対象世帯を訪問します
・調査の対象となるのは、次の地域の一部です。矢場

１丁目、栄町、大字長野、佐間２丁目、持田５丁
目、棚田町１丁目、大字北河原、大字小見、大字小
針、大字埼玉、大字馬見塚

・埼玉県知事から任命された統計調査員が、９月下旬
に対象となるお宅に調査票の記入のお願いに伺いま
す。後日、記入いただいた調査票の回収にまいりま

すので、ご協力をお願いします。
・調査員は顔写真付きの「調査員証」を携行していま

す。
○「かたり調査」にご注意ください

・統計調査員になりすまして個人情報を聞き出そうと
する「かたり調査」にご注意ください。

・写真付きの「調査員証」の提示がないなど不審に思
われた場合や、電話による問い合わせに不審な点を
感じた場合は、企画政策課統計担当にご連絡くださ
い。

○調査票の秘密は守られます
・調査票の内容は統計を作るためだけに使用され、他

の目的に使用されることは絶対にありません。
・調査員や調査関係者が、調査で知り得た情報を他に

漏らすことは法律で固く禁じられています。
▶問い合わせ　企画政策課統計担当（内線310）

長寿のお祝いに敬老記念品を贈呈
市内で9月15日現在、70歳以上の方（敬老祝金の贈呈を

受ける方は除く）に対し、市では長寿のお祝いとして、敬老
記念品（行田市内共通商品券）を贈呈します。

敬老祝金の贈呈
9月15日現在、本市に引き続き１年以上居住している満

77歳、満88歳、満99歳を迎えられた方へ、敬老の意を表し、
長寿を祝福するため敬老祝金（行田商店共通商品券）を贈呈
します。

敬老模範家庭などの表彰
ねたきり高齢者などを３年以上介護しているご家庭や、三

世代にわたるご夫婦が健在で同居しているご家庭、また、結
婚50年（昭和32年12月31日以前）を迎えられる（迎えら
れた）ご夫婦に記念品、賀状を贈呈します。
○敬老模範家庭（敬称略）

横川浩美（城南）　椎野幸子（中央）　小巻和江（須加三区）
　田中明美（南河原二区）　冨ひとみ（一谷郷）　蛭田邦子（棚田）
○三夫婦世帯（敬称略）

戸塚建太郎（野原）　坂田光正（渡柳下）　加藤亮介（門井）

※1 佐間①（一佐間・二佐間・緑町・神明・三間・大町）佐間②（一旭・二旭）佐間③（向町）
※2 星河①（一斎条・斎条団地・二斎条・一和田・二和田・一谷郷・東台・柳坪・二谷郷新田）星河②（飯倉・栄町・春日・二
　　谷郷東第１・二谷郷東第２・東栄・三谷郷・小橋団地）
※3 太田地区については単位自治会ごとの開催になりますので、日時と会場については各自治会から対象者へご連絡します。
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線２２３）

地　区 開　催　日 会　　　場 地　区 開　催　日 会　　　場
忍 10月　8日(月) 忍中学校体育館 荒　木 9月17日(月) 荒木小学校体育館

行　田 ９月14日(金) 商工センター401研修室 須　加  9月16日(日) やすらぎの里
佐　間① ※1  9月15日(土) 佐間公民館 北河原 9月16日(日) 北河原公民館
　〃  ② ※1 9月15日(土)

婦人ホーム
埼　玉 11月18日(日) 埼玉小学校体育館

　〃  ③ ※1  9月16日(日) 星　宮 9月　9日(日) 老人福祉センター永寿荘
持　田  9月17日(月) 持田公民館 太　井 9月16日(日) 太井公民館

星　河① ※2 10月20日(土)
星河公民館

下　忍 9月16日(日) 下忍公民館
　〃　② ※2 10月21日(日) 太　田 ※3 ※3

長　野 9月17日(月) 長野公民館 南河原 9月17日(月) 南河原小学校体育館

敬老会開催日程

10月１日現在の就業構造基本調査を実施します
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年金記録確認第三者委員会がスタートしました

　確かに納付したにもかかわらず、年金記録や領収書などのない方々のために、ご本人の立場に
立って公正に判断する仕組み「年金記録確認第三者委員会」がスタートしました。
　この判断が尊重され、皆さんの年金の額に反映されます。

　社会保険事務所で「年金記録がない」と言われ、ご本人も領収書などの証拠を持っていない方々のために、
ご本人の立場に立って、公正に判断を行う「年金記録確認中央第三者委員会」を設置しました。さらに、身近
なところで対応できるよう、全都道府県（全国５０カ所にある管区行政評価局・行政評価事務所）に「地方第
三者委員会」を発足させました。全国の最寄りの社会保険事務所で、「地方第三者委員会」への申し込みを受
け付けています。

　オータムジャンボ宝くじの賞金は、１等・前後賞合わせて２億
円。この宝くじの収益金は、市町村の明るい街づくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
○１　等　１億5,000円×26本
○前後賞　各2,500万円
○２　等　1,000万円×26本
○３　等　１００万円×２６０本
▶発売期間　10月１日（月）～19日（金）
▶発売場所　全国の宝くじ売場（通信販売で買うこともできます）
▶抽 選 日　10月24日（水）
▶問い合わせ　( 財 ) 埼玉県市町村振興協会　☎０４８―８２２
―５００４

　重度心身障害者の方に対し、医療費
の一部を助成していますが、対象者に
発行している受給資格者証の有効期限
が、９月３０日までとなっています。
新しい受給資格者証は９月下旬にお送
りしますので、現在お使いの受給資格
者証は、１０月以降に保険年金課へお
返しください。

▶問い合わせ　保険年金課医療担当
（内線２２６）

オータムジャンボ宝くじ発売 重度心身障害者医療費受給
資格者証が更新されます

▶問い合わせ　熊谷社会保険事務所（熊谷市桜木町１―９３）☎５２２―５２１１　FAX５２２―３９１９
または年金記録確認埼玉地方第三者委員会事務室（さいたま市中央区新都心１―１さいたま新都心合同庁舎
１号館19階）☎０４８―６００―２３４５　※詳しい内容は、総務省ホームページ（http://www.soumu.
go.jp）でもご案内しています。
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　市民の皆さんから寄せられた道路などの整備にかか
る種々の要望の事業化にあたり、より公平性・透明性
を確保し、かつ効率的な事業執行が図れるよう、平成
18 年度から「行田市生活道路等整備事業評価システ
ム」を導入（平成 21 年３月 31 日までは試行期間）
しました。
　平成 19 年度事業評価の結果について、次の場所で
閲覧できます。

人　

事　

異　

動

　これまで行田郵便局をご利用いただき
ありがとうございました。10 月１日か
ら、行田郵便局は民営化により、次の２
つの会社としてスタートしますが、引き
続き郵便・貯金・保険のサービスを提供
するとともに、地域の皆さんのお役にた
てるよう、一層努力してまいります。こ
れからも、ご愛顧のほどよろしくお願い
します。（これまでと同じ店舗でご利用
いただけます）
▶問い合わせ
●郵便（窓口でのサービス）、貯金、保
険については行田郵便局　☎５５６―
２８１２・２８１３
●郵便（集荷、配達、再配達）について
は郵便事業会社行田支店　☎５５６―
２００１・５４４１

▶閲覧場所および内容
①道路治水課
　生活道路や生活排水路の整備要望に関する事業評価
②農政課
　農道や農業用用排水路の整備要望に関する事業評価
▶問い合わせ
①道路治水課　道路新設改良については道路建設担当

（内線３４６・３４７・３４８）、道路維持修繕につい
ては維持補修担当（内線３４３・３４４）、用排水路
整備については治水担当（内線３４５）
②農政課　農道や農業用用排水路整備については耕地
担当（内線３８８）

課
長
級
以
上
の
職
員

●
異
動　

平
成
19
年
７
月
１
日
付

【
部
長
・
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事
】
▼
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管
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者 

長
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好
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（
総
合
政
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部
長
）　

▼
市
民
生
活
部
長　

橋

本
桂
一
（
技
監
（
上
下
水
道
担
当
））　

▼
参

事
兼
南
河
原
支
所
長
事
務
取
扱　

岩
田
照
美

（
会
計
管
理
者
）　

▼
(教)
参
事
兼
郷
土
博
物
館

長
事
務
取
扱　

竹
井
直
次
（
市
民
生
活
部
長
） 

▼
総
合
政
策
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長　

高
橋
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雄
（
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康
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祉

部
次
長
兼
高
齢
者
福
祉
課
長
）

【
部
次
長
】
▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉
課
長 

横
田
武
司
（
総
務
部
次
長
兼
契
約
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査
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㈳
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田
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シ
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セ
ン
タ
ー
事
務
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今
村
正
（
市
民
生
活
部
次
長
兼
南
河

原
支
所
長
）　

▼
総
務
部
次
長
兼
契
約
検
査

課
長　

新
井
祥
夫
（
都
市
整
備
部
次
長
兼
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長
）　

▼
総
務
部
次
長
兼

人
事
課
長　

大
山
能
則
（
総
務
部
人
権
推
進

課
長
）　

▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
高
齢
者
福

祉
課
長　

加
島
慎
悟
（
健
康
福
祉
部
次
長
）

【
課
長
・
副
参
事
】
▼
総
務
部
人
権
推
進
課

長　

高
橋
秀
男
（
(教)
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く

り
支
援
課
長
）　

▼
都
市
整
備
部
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長　

小
林
茂
（
総
務
部
人
事
課
長
） 

▼
(教)
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
長　

萩
原
康
弘
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）　

▼

市
民
生
活
部
副
参
事
兼
生
活
課
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長　

吉
田
昌
義
（
㈳
行

田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

　
▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
（
内
線
２
０
８
）

１０月１日から
郵便局が民営化されます

平成１９年度行田市生活道路等整備事業評価を公表します
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平成 18 年度 情報公開および個人情報保護制度の運用状況

○
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
家
屋
実
地

　

調
査
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
現
在
、
土
地
の
現
況
調
査

な
ら
び
に
新
築
・
増
築
を
対
象
に
し

た
家
屋
調
査
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
に
は
、
市
職
員
が
２
人
１
組
で

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
職
員
は
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
際

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、

「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
を
税
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
記

し
て
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
滅
失

登
記
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い

場
合
に
は
、
引
き
続
き
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
の

用
紙
は
、
税
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
担
当

（
内
線
２
３
３
・
２
３
４
）

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

国民健康保険被保険者証（保険証）を更新します

該　　当　　者 有　効　期　限

65 歳以上 75 歳未満および平成 20 年 4 月 1 日までに 65 歳の
誕生日を迎える方（被扶養者を含む） 平成 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 4 月 2 日以降平成 20 年 10 月 1 日までに 65 歳にな
る方（被扶養者を含む）

65 歳の誕生日の属する月の末日
ただし、誕生日が月の初日である場合はその前月の末日

　国民健康保険の保険証（一般被保険者証および退職被保険者証）の有効期限が 9 月 30 日までとなってい
るため、10 月 1 日から使用できる新しい保険証を９月中に配達記録付郵便によりお送りします。

≪新しい保険証の有効期間≫
　通常、保険証の有効期間は１年間で、新しい保険証の有効期限は平成 20 年 9 月 30 日です。平成 20 年
4 月 1 日から新医療保険制度が開始されることにより、退職者医療制度で医療を受けている方（会社などを退
職して国保に加入し、被用者年金などを受けている 75 歳未満の方とその被扶養者）、また新たな「後期高齢
者医療制度」※ へ加入される方で下記の年齢に該当する方は、世帯の中で保険証の有効期限が別となります。

※「後期高齢者医療制度」…埼玉県内の全市町村で構成する広域連合が運営し、県内にお住まいの 75 歳以上（一定の障がいの   
　　　　　　　　　　　　  ある方は 65 歳以上）の方が加入する制度です。なお、制度の概要は市報ぎょうだ 10 月号でお知
　　　　　　　　　　　　  らせします。

●退職者医療制度が改正になるため（対象年齢が75歳未満から65歳未満になります）、有効期限が変わる方

・ 有効期限後、一般被保険者になるため新たに保険証を交付します。

該　　当　　者 有　効　期　限

現在、老人保健制度（75 歳以上の方と、一定の障がいがある 65
歳以上の方）の対象となっている方および平成 20 年 4 月 1 日ま
でに 75 歳の誕生日を迎える方

平成 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 4 月 2 日以降平成 20 年 9 月 30 日までに 75 歳にな
る方 75 歳誕生日の前日

●老人保健制度に代わって、「後期高齢者医療制度」が創設されるため、有効期限が変わる方

・ 有効期限後、埼玉県後期高齢者医療広域連合から保険証が交付されます。

○医療機関の窓口では、必ず保険証を提示してください。また、古い保
　険証は、有効期限が過ぎたら各自処分してください。
○国民健康保険税を滞納している世帯には、通常よりも有効期間の短い
　保険証を交付します。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線 271・272・273）
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秋の全国交通安全運動が始まります

　８月13日に熊谷市の会社員宅へ熊谷市職員を名乗
る男から「医療費の還付金がある。受領方法を教え
るので、近隣のＡＴＭ(現金自動預払機)から電話する
ように」との電話があり、指示どおりに操作したとこ
ろ、約２００万円をだまし取られるという詐欺が発生
しました。
　市では、医療費、税金などの還付が発生した場
合、電話で還付の通知をしたり、ＡＴＭを使って還付
金を支払ったりすることはありません。
　このような電話があった場合には、相手の指定し
た電話番号ではなく、市役所に直接確認してくださ
い。
▶問い合わせ　
　防災安全課防犯対策担当
　（内線283）

　９月21日（金）から30日（日）までの間、秋の全国交通安全運動
が実施されます。
　この運動は、広く交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルール
の遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、道路交通
環境の改善に向けた取り組みを推進することにより、交通事故防止
の徹底を図ることを目的としています。
　みなさんも交通ルールを守り、交通事故防止を心がけましょう。

重点目標　
　①高齢者の交通事故防止
　②夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　③飲酒運転の根絶と安全な車間距離の保持

埼玉県内および行田警察署管内交通事故状況（平成19年8月19日現在）

埼玉県内 行田署管内

人身事故件数 28,143 件（ー 2,141） 416 件（ー 9）

死者数 140 人（ー 27） 　 1 人（ー 2）

負傷者数 34,595 人（ー 2,701）   520 人（ー 55）

物損事故件数 76,509 件（ー 2,345）   976 件（ー 27）

市職員を装った振り込め詐欺が発生

 （　）内は平成１８年同時期対比

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

だまされな
いで！

　市内の公共施設などを見学して、市政への理解
と認識を深めてもらう「市内施設めぐり」を次の
日程で実施します。普段なかなか見学する機会の
ない施設を一度見学してみませんか。
▶日時　10月30日（火）午前９時30分～午後

３時30分
▶見学場所　男女共同参画推進センターＶＩＶＡ

ぎょうだ、学校給食センター「ひまわり」、消防
署本署、小針クリーンセンター

▶対象　市内在住の方
▶定員　30人（定員を超えた場合は抽選によ

り決定します）
▶応募方法　電話で受け付け（１人につき３人ま

で）
▶締め切り　９月28日（金）
　※抽選の場合は、10月２日（火）午後２時から、市

役所２０３会議室で公開抽選を行います。
▶その他　昼食は学校給食センター「ひまわり」

の学校給食を利用します。費用は各自負担と
なります。参加決定した方には後日、当日の
予定表などを郵送します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当
　（内線318）

市内の施設を見学してみませんか

 「市民カード・印鑑登録証」を利用
すると、印鑑登録証明書のほか、
住民票の写しや課税証明書などが
自動交付機により交付されます。
　自動交付機は平日午後７時まで
および土・日曜日や祝日の市役
所の閉庁時でも利用することがで
きます。窓口が混雑する週始めや
月末、年度末は請求してから証明書が交付されるまで時間がかかります
が、自動交付機では待ち時間が短縮されます。

○自動交付機では、次の証明書の交付が受けられます
　・自己または自己の世帯に係る住民票の写し
　・自己に係る所得課税証明書
　・自己に係る非課税証明書
　・自己に係る児童手当用税証明書
　・自己に係る印鑑登録証明書 
○自動交付機が利用できる時間
【月～金曜日】午前８時30分～午後７時
【土・日曜日、祝日】午前８時30分～午後５時15分
○自動交付機の設置場所　市役所ロビー
○「市民カード・印鑑登録証」作成手続方法
【本人申請】印鑑登録証、本人確認ができる書類（運転免許証、パス
ポートなど）、認印を持参し、市民課窓口で手続きをしてください。
【代理人申請】印鑑登録証、代理人選任届、代理人の認印（後日、本人
の意思によるものか確認を行うため、回答書を郵送します）※交付につ
いては、暗証番号を登録するため、本人への交付となります。
▶問い合わせ　市民課市民担当（内線243）

印鑑登録証をお持ちの方へ
「市民カード・印鑑登録証」にしませんか

自動交付機で使える「市民カード・印鑑登録証」
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第
三
門
井
自
治
会
（
佐
々
木
賢
也
会

長
）
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
平
成
19
年
度
宝

く
じ
助
成
を
受
け
て
、
み
こ
し
を
購
入

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民

の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を

目
的
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

自
治
会
で
は
、
早
速
８
月
４
日
に
こ

の
み
こ
し
を
使
用
し
て
地
域
の
夏
祭
り

を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担

当
（
内
線
２
５
１
）

　
　

地
域
の

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　
　

 
～
み
こ
し
が
活
躍
～

夏祭りで活躍したみこし

　市が発注する小規模な建設工事の対象
金額を８月１日から 130 万円以下に引
き上げ、市内に主たる事業所を有して建
設業を営んでいる方の受注の機会を拡大
しました。（物品の購入、業務委託などに
ついての対象契約金額は、50 万円まで）
　なお、登録を希望される場合は、随時
受付を行っていますので問い合わせくだ
さい。
▶問い合わせ　契約検査課契約担当（内
線 213）

小規模契約希望者登録制度が
改正されました

行田商工会議所パソコンセミナー

コース 日程 定員 受講料 その他

パソコン入門コース
9月19日㈬・20日㈭　
午前9時〜正午

各８人
（先着順）

6,000円
（会員は4,000円）

別途テキスト代
として525円　

インターネット・
Eメール入門コース

9月26日㈬・27日㈭　
午前9時〜正午

 6,000円
（会員は4,000円）

ワード基礎コース
10月1日㈪〜3日㈬　
午前9時〜正午

9,000円
（会員は6,000円）

ワード応用コース
10月4日㈭・5日㈮　
午前9時〜正午

 9,000円
（会員は6,000円）

エクセル基礎コース
10月10日㈬〜12日㈮　
午前9時〜正午

 9,000円
（会員は6,000円）

エクセル応用コース
10月15日㈪・16日㈫　
午前9時〜正午

 9,000円
（会員は6,000円）

プレゼンテーションテクニック
（パワーポイント）

10月22日㈪・24日㈬　
午前9時〜正午

 9,000円
（会員は6,000円）

別途テキスト代
として2,100円

ブログ作成で
簡単情報発信

10月22日㈪　
午後1時30分〜4時30分

 6,000円
（会員は4,000円）

別途テキスト代
として1,680円

Photoshop Elementsで
デジカメ写真を楽しもう

10月26日㈮　
午前9時〜午後4時30分

 9,000円
（会員は6,000円） 別途テキスト代

として2,100円ホームページビルダー
基礎コース

11月13日㈫・14日㈬　
午前9時〜午後4時30分

18,000円
（会員は12,000円）

パソコンで簡単、
年賀状作成

11月19日㈪・21日㈬　
午前9時〜正午

 6,000円
（会員は4,000円）

別途テキスト代
として1,575円

計量器（はかり）の
定期検査を行います

　この検査は計量法第 19 条に規定さ
れるもので、計量器を取引・証明の用途
で使用している事業者（事業所）は受検
する必要があります。今回からひょう量
250㎏を超える機械式はかりも巡回検
査となりました。

【集合検査】
▶日時　９月 25 日 (火) ～ 28 日 (金)
午前 10 時～正午および午後０時 45 分
～３時　▶場所  市庁舎西側駐車場  ▶対
象　ひょう量 250㎏以下の機械式はかり

【巡回検査】
▶日程  ９月25日(火)～12月21日(金)
▶場所　戸別訪問　▶対象　電気式はか
りおよびひょう量 250㎏を超える機械式
はかり

▶問い合わせ　
埼玉県計量検定所☎048―652―2171
または商工観光課振興担当（内線 384）

カラーコーディネーター検定・福祉住環境コーディネーター検定受験対策セミナー

コース 日程 受講料 その他

カラーコーディネーター
検定３級受験対策セミナー

10月7日㈰・14日㈰　
午前9時〜午後5時
（昼食休憩１時間あり）

 17,000円
（会員・学生は14,000円）

別途テキスト代
として2,940円

福祉住環境
コーディネーター検定
２級受験対策セミナー

10月12日㈮・13日㈯・
14日㈰　午前9時〜午後5時
（昼食休憩１時間あり）

 17,000円
（会員・学生は14,000円）

別途テキスト代
として5,040円

両セミナーとも
▶場所　商工センター　▶注意事項　会員とは行田商工会議所会員を示します。
テキスト代は変更となる場合があります。▶申し込み・問い合わせ　行田商工会
議所会員サービス課 ☎ 556－4111 FAX556－0059　
※ FAX の場合は住所、氏名、電話番号を明記してください。なお、会員事業所
　の場合は、事業所名、所在地、電話番号を明記してください。

「市民セミナー」・「実用講座」とも　
▶場　　　所　中央公民館　
▶申 し 込 み　9 月 22 日（土）午前 10 時から教育文化センター「みらい」文化ホールで行います。
　　　　　　　電話受付は午前 11 時からお受けします。
▶問い合わせ　中央公民館☎ 556 − 2649
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「市民セミナー」受講生募集

　 講　座　名 内　　　　容 期　日 時　　間 定員 講　師 受講費

第 1 回
こころの健康

コンサート
人それぞれの心の中に眠るメロディーを
呼び覚ます音楽セラピーです。

10 月 17 日（水） 午後 1 時 30 分〜 3 時

80 人

（先着順）

牧野俊浩さん

（セラピー音楽家）

無料

第 2 回
元気を作る

食育セミナー

ライフステージに合わせた、バランスの
よい食事を質・量・採り方を中心にお話
しします。

10 月 24 日（水） 午後 1 時 30 分〜 3 時
佐藤衣代さん

（彩講会）

第 3 回
自己指圧と

ヨーガ体操
健康を保つために、体を動かし積極的に
自己ケアーをしましょう。（実技中心）

10 月 31 日（水） 午後 1 時 30 分〜 3 時 木村賢持さん

第 4 回
初心者のための

資産運用
今ある資産をなくさずにどう運用してい
くか、あなたも考えてみませんか。

11 月  7 日（水） 午後 1 時 30 分〜 3 時 田代智子さん

第 5 回
シニア世代の

生きがい
ボランティア

シニア世代の財産（経験・知恵）を社会（他
人）のために使うことが健康と生きがい
のもとです。

11 月 14 日（水） 午後 1 時 30 分〜 3 時
西山真さん

（彩講会）

第 6 回
映画鑑賞会

（千の風になって）

亡くなった大切な人は千の風になり、い
つもあなたのそばにいて、あなたを見守
っています。（参加は希望者のみ）

11 月 24 日（土） 午後 3 時 30 分〜　　  — ５００円

第 7 回 癒しの世界
クラッシックギターをメインにした生演
奏を聴きながら、コーヒーを飲んで癒さ
れませんか。

12 月  1 日（土） 午後 3 時〜 4 時 30 分
和こうギター
ストリングス

（WGS)
無料

※本人が来られない場合は代理の方でも申し込みができます。

　 講　座　名 内　　　　容 期　　間 曜日 時　　間 定員 講　師 受講費

① 陶　芸
手びろのろくろを使って工夫を凝
らしたオリジナル作品を制作します。

10 月 24 日〜
11 月 21 日
（全 5 回）

水
午後 1 時 30 分〜

3 時 30 分
15 人 越佳代子さん 2,000 円

② あけびで籠を編む
カゴづくりのできる草木の枝をス
ライドで紹介、農家の知恵をたの
しく継いでいきませんか。

10 月 25 日〜
11 月 8 日
（全 3 回）

木 午前 10 時〜正午 20 人 谷川栄子さん 2,000 円

③
骨盤調整

フィットネスダンス

骨盤のゆがみを調整しながらダイ
エット。楽しく踊りながら有酸素
運動をします。

10 月 25 日〜
11 月 29 日
（全 6 回）

木 午後 2 時〜 3 時 30 分 25 人 オリビア小林さん 100 円

④
プロが教える

園芸講座

基礎の土造りからクリスマス用の
コンテナ造りまで、園芸のプロに
なってみませんか。

10 月 16 日〜
11 月 20 日
（全 6 回）

火 午前 10 時〜正午 20 人 　大嶋仁さん
1 回

1,800 円

※申し込み用紙の配布は１講座につき１人１枚とします。なお、本人が来られない場合は代理の方でも申し込みができます。	

「実用講座」受講生募集
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「市民セミナー」・「実用講座」とも　
▶場　　　所　中央公民館　
▶申 し 込 み　9 月 22 日（土）午前 10 時から教育文化センター「みらい」文化ホールで行います。
　　　　　　　電話受付は午前 11 時からお受けします。
▶問い合わせ　中央公民館☎ 556 − 2649
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

ヘルスサポーター養成講座
日　　時　９月29日(土)　午前10時～午後3時
　　　　　（受付午前9時30分～）
場　　所　男女共同参画推進センターVIVAぎょう
　　　　　だ調理室
定　　員　30人（先着順）
内　　容　生活習慣病についての講義と調理実習
講　　師　行田市食生活改善推進員
対　　象　市内在住で、健康づくりに関心のある方
費　　用　300円（調理実習材料費）
持 ち 物　筆記用具、エプロン、三角巾、ハンド
　　　　　タオル、スリッパ
主　　催　行田市食生活改善推進員協議会
申し込み　９月21日(金)までに電話で行田市食
　　　　　生活改善推進員協議会事務局(保健セ
　　　　　ンター内)へ
　　　　　※修了者には、修了証書をお渡しします
　
行田市食生活改善推進員協議会とは？
　食生活をよりよく改善するために日々考え、地
域で活動している団体です。「私達の健康は、私
達の手で」を合言葉に、食生活や健康づくりに関
心のある仲間を募集しています。

乳がん検診　40〜50歳代の乳がんが激増中です
期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

10 月 29 日（月）

保健センター

11 月 20 日（火）

保健センター10 月 30 日（火） 11 月 26 日（月）

11 月　5 日（月） 11 月 27 日（火）

11 月 14 日（水） 持田公民館 　

検査方法　問診、視触診、マンモグラフィー ( 乳房のエックス線検査 )
対　　象　40 歳以上の偶数年齢の方（平成 19 年４月１日現在）
費　　用　800 円 ※ 70 歳以上および国民健康保険証を提示された方は無料
受付時間　午後０時 30 分～１時 15 分
申し込み　９月 18 日 ( 火 ) から電話で保健センターへ。
　　　　　定員になり次第締め切ります。
注意事項　既に何らかの自覚症状（しこりなど）があり、速やかに医
　　　　　療を受診することが適当な方や、次の事項に該当する方は
　　　　　検診を受けることができません。
　　　　　①乳房に関する疾病で経過観察中、治療中、手術後の方
　　　　　②豊胸手術を受けている方
　　　　　③現在授乳中、妊娠中（可能性も含む）の方
　　　　　④ペースメーカーを装着している方
　　　　　⑤生理中の方

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく
ださい。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター　☎048－824－4199

統合失調症家族教室
日　　時　10 月４日（木）　午後１時 30 分～４時
場　　所　保健センター
内　　容　障害者福祉サービスの利用の仕方と障害者自立
　　　　　支援法についての講話と情報交換
対　　象　統合失調症の方のご家族（続柄は問いません）
申し込み　９月 25 日 ( 火 ) までに保健センターへ

休日急患診療
期　日 場　所 期　日 場　所

　9 月 16 日（日） 行田中央総合病院 　9 月 30 日（日） 行田中央総合病院

　9 月 17 日（月） 壮幸会行田総合病院 10 月　7 日（日） 壮幸会行田総合病院

　9 月 23 日（日） 行田中央総合病院 10 月　8 日（月） 行田中央総合病院

　9 月 24 日（月） 壮幸会行田総合病院 10 月 14 日（日） 壮幸会行田総合病院

○乳がんは
　45 ～ 49 歳の女性では、胃がんと診断される
のは 1 年間に 3,000 人に 1 人ですが、乳がん
は 1,000 人に 1 人と 3 倍の危険性があります。
40 歳～ 50 歳の乳がん発生率は、この 20 年
間で約 2 倍に増加しています。40 ～ 50 歳代
の女性のがん死亡率の２３％を占めており、こ
の年代の女性にとって最も多いがん死亡原因と
なっています。
○予防するには
　早期発見がカギとなるため、自己検診と定期
的な検査をおすすめします。和食中心の食生活
や肥満改善、禁煙などの生活習慣の見直しも大
切です。
○マンモグラフィーは
　乳房を片方ずつ、エックス線フィルムを入れ
た台と透明なプラスチックの板ではさんで、乳
房を平らにして撮影します。はさんでいる時間
は数十秒です。早期がんの発見が可能で、乳房
温存手術を受けることができます。精密検査が
必要と言われたら、必ず受診しましょう。

（引用：国立がんセンターがん予防検診研究セン  
ターパンフレット）
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名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 　健康に関する相談をしたい方
 10 月 17 日 ㈬

午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を
保健師・栄養士がお受けします。

　禁煙相談 　たばこをやめたい方 申し込みが必要です。

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

 10 月 18 日 ㈭ ー 申し込みが必要です。

おとなの行事 ※場所は保健センター

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　４カ月児健診
　平成 19 年 5 月 15 日〜   
　6 月 14 日生まれの子  

 10 月　5 日 ㈮

午後 1 時〜
1 時 30 分

対象者には通知します。　
通知のない方はご連絡くださ
い。

 10 月 17 日 ㈬ 

　1 歳 6 カ月児健診 　平成 18 年 3 月生まれの子  10 月 12 日 ㈮

　2 歳児歯科健診 　平成 17 年 3 月生まれの子  10 月 25 日 ㈭

　3 歳児健診 　平成 16 年 4 月生まれの子  10 月 19 日 ㈮

　BCG 予防接種

　平成 19 年 6 月 1 日〜 15 日
　生まれの子 

　9 月 19 日 ㈬
午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象児には通知します。対象児
以外（平成 19 年 5 月 31 日以
前に生まれた 6 カ月未満の子）
でまだ受けていないお子さん
は、この機会に受けてください。

　平成 19 年 6 月 16 日〜 30 日
　生まれの子 

 10 月　2 日 ㈫

　乳幼児相談 　小学校入学前の子

 10 月　1 日 ㈪
午前 9 時 30 分

〜 11 時 育児に関する相談を保健師、栄
養士がお受けします。
申し込みが必要です。 10 月 18 日 ㈭

午後 1 時 30 分
〜 3 時 30 分

　離乳食教室（初期）
　平成 19 年 4 月 15 日〜 5 月
　14 日生まれの子をお持ちの方

 10 月　4 日 ㈭
午後 1 時 45 分

〜 2 時
申し込みが必要です。

　思春期こころの相談
　小・中学生、高校生、または
　その家族など

 10 月 22 日 ㈪
午前 9 時 30 分
〜 11 時 30 分

子どものこころの問題を心理士
・保健師がお受けします。
申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

　埼玉県行田浄水場では、水づくりとともに環境問題
にも取り組んでいます。環境やごみの資源化を考えて、
場内で発生する刈り芝などを堆肥化し、「芝堆肥みの
り」と名付けて無料でお分けしています。

▶日　　時　毎週火・木曜日（祝日を除く）午前９時
　　　　　　～午後３時　
▶場　　所　行田浄水場（小針 1632）　
▶条　　件　取りに来られる方（最大量１㎥）　
▶そ の 他　除草剤や農薬は使用していません。堆肥
　　　　　　を入れる袋などを持参してください。事
　　　　　　前に堆肥の有無を確認してください。　
▶問い合わせ　県行田浄水場工務部工務第一担当
　　　　　　☎５５９―３６６０（内線７５０）

芝堆
た い ひ

肥を無料でお分けします
　市指定保養宿泊施設のうち、かもしか荘（所在地：栃木
県那須塩原市　☎０２８７―３２―２５２４）は施設の都
合により、９月 30 日（日）の営業をもって閉鎖になります。
▶問い合わせ　生活課（内線２５２）　

市民保養宿泊施設のお知らせ

　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害に遭い、警察
や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴してくれな
い。このような不満をお持ちの方のために検察審査会があ
ります。お気軽にご相談ください。費用は無料で、秘密は
固く守られます。
▶問い合わせ　さいたま地方裁判所熊谷支部内　熊谷検察
　審査会事務局（熊谷市宮町１―68）☎５２１ー２４７4

ご存じですか　検察審査会
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相　　談
法律（予約制）

行政

結婚

消費生活

夫婦関係 ・ DVなど
（予約制）

内職

人権

税務

水道料金の休日納付

水道料金の夜間納付

　　　　　日　　　　程
9月２5日（火）

10月1日（月）・15日（月）　　　　

10月5日（金）・12日（金）　　　　
9月１6日（日）　

9月20日（木）・27日（木）　　
10月1日（月）・4日（木）・11日（木）・15日（月）　　

9月21日（金）・28日（金）　
10月5日（金）・12日（金）　　

9月18日（火）・21日（金）・25日（火）・28日（金）　　
10月2日（火）・5日（金）・9日（火）・12日（金）　　　　　

10月10日（水）　　　　

9月１9日（水）　　　　　　

10月7日（日）　　　　　　

9月18日（火）・25日（火）　　
10月2日（火）・9日（火）　　　

場　　所

市役所

市役所
男女共同参画推進センター

市役所

男女共同参画推進センター

市役所

忍・行田公民館

中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）

水道庁舎（前谷）

　   問い合わせ

生活課
（内線２５２）

男女共同参画推進センター
VIVAぎょうだ　 ５５6－9301

商工観光課
（内線３８３）

人権推進課（内線２２１）

関東信越税理士会行田支部
　５５４－１４１１

水道課
　５５３－０１３１

　　  時　　　　間　　　　
午前９時～午後３時

午後１時３０分～３時３０分
※15日は午前10時～午後3時

午前９時３０分～１１時３０分　

午前９時３０分～午後３時３０分

午後1時～４時

午前１０時～午後４時

午後１時３０分～３時３０分　　

午後１時３０分～３時３０分

午前８時３０分～正午

午後５時１５分～７時

（9月１５日～10月１５日）

【
事
例
１
】　
（
80
歳
代
女
性
）

　

ス
ー
パ
ー
の
近
く
の
仮
設
店
舗
で
、
大
勢
の
人
を
集

め
て
、
１
０
０
円
で
ち
ょ
っ
と
し
た
物
を
く
れ
た
。
そ

の
後「
漢
方
専
門
の
物
を
扱
っ
て
い
る
」と
言
っ
て
、「
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
の
足
輪
は
す
べ
て
に
良
い
」「
運
動
選
手

は
み
ん
な
使
っ
て
い
る
」
ま
た
「
本
当
は
20
万
円
か
ら

30
万
円
す
る
が
16
万
円
で
よ
い
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
足

輪
を
付
け
顕
微
鏡
で
血
流
を
計
る
と
「
ド
ロ
ド
ロ
だ
っ

た
血
液
が
、
サ
ラ
サ
ラ
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
良

さ
そ
う
に
思
え
る
が
、
購
入
し
て
も
大
丈
夫
か
。

【
事
例
２
】（
70
歳
代
女
性
）

　

近
所
の
仮
店
舗
で
健
康
教
室
が
３
カ
月
間
開
催
さ
れ

た
。
２
カ
月
間
通
っ
て
い
る
間
に
は
、
商
品
の
説
明

や
勧
誘
は
な
か
っ
た
が
、
１
カ
月
前
か
ら
大
手
メ
ー

カ
ー
が
開
発
し
た
繊
維
を
使
用
し
た
70
万
円
の
布
団

を
購
入
す
る
よ
う
、
勧
誘
が
始
ま
っ
た
。「
認
知
症

に
な
ら
ず
、
腰
痛
や
病
気
が
治
っ
た
人
が
多
い
」
と

説
明
さ
れ
た
。
明
日
で
教
室
は
閉
店
す
る
と
言
わ
れ
、

教
室
に
通
っ
て
い
る
何
人
も
が
契
約
し
た
。
高
額
な
の

で
契
約
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
。
大
手
メ
ー
カ
ー

の
素
材
使
用
を
強
調
し
て
い
る
が
、
メ
ー
カ
ー
の
所
在

地
や
連
絡
先
を
教
え
て
く
れ
な
い
。
購
入
し
て
も
大
丈

夫
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

事
例
１
の
よ
う
な
『
催
眠
商
法
』
は
、
最
初
に
こ
の

商
法
を
始
め
た
の
が
「
新
製
品
普
及
会
」
と
い
う
名
称

の
業
者
だ
っ
た
の
で
、頭
文
字
を
取
っ
て
『
Ｓ
Ｆ
商
法
』

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
昼
間
家
に
い
る
主

婦
な
ど
が
特
に
狙
わ
れ
や
す
い
商
法
で
す
。

　

街
頭
の
呼
び
込
み
、
チ
ラ
シ
、
広
告
や
封
書
な
ど
に

「
日
用
品
の
激
安
販
売
」
な
ど
と
載
せ
て
無
料
で
商
品

を
配
布
す
る
と
呼
び
か
け
、
消
費
者
を
販
売
会
場
へ
誘

い
出
し
ま
す
。
会
場
で
は
無
料
商
品
を
配
布
し
、
面
白

い
話
を
し
な
が
ら
熱
狂
的
な
雰
囲
気
に
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、「
早
い
者
勝
ち
」
な
ど
と
言
葉
巧

み
に
競
争
意
識
を
あ
お
っ
て
冷
静
な
判
断
力
を
な
く
さ

せ
て
、
買
わ
な
く
て
は
損
と
い
っ
た
よ
う
な
催
眠
状
態

を
作
り
出
し
、
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

お
も
に
羽
毛
布
団
や
磁
気
治
療
器
、
健
康
食
品
な
ど
の

高
額
商
品
を
買
わ
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。

空
き
店
舗
な
ど
を
使
用
し
臨
時
に
営
業
を
行
う
た
め
、

業
者
が
そ
こ
か
ら
数
日
で
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

事
例
２
の
よ
う
な
『
健
康
講
座
商
法
』
は
、
空
き
店

舗
な
ど
を
利
用
し
高
齢
者
向
け
に
健
康
講
座
や
健
康
教

室
を
実
施
し
て
「
長
生
き
す
る
た
め
に
」
な
ど
と
説
明

し
、「
今
日
だ
け
」
と
割
安
感
を
強
調
し
高
額
な
商
品

を
販
売
す
る
も
の
で
、
高
齢
者
の
健
康
へ
の
不
安
に
つ

け
込
む
手
口
で
す
。
一
般
に
何
ら
か
の
商
品
を
身
に
付

け
る
こ
と
で
血
液
の
状
態
が
改
善
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
医
療
機
関
以
外
で
検
査
を
受
け
た
り
せ
ず
、
健

康
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
医
師
に
相
談
す
る
の
が
一
番

で
す
。

　

ど
ち
ら
の
事
例
も
、
契
約
す
る
前
に
冷
静
に
な
っ
て

相
談
す
る
と
い
う
こ
と
は
賢
い
消
費
者
で
す
。
ま
た
、

た
と
え
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
契
約
書
を
受

け
取
っ
た
日
を
含
め
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
に
よ
っ
て
、
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部　

☎
０
４

　

８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２

　

５
２
）

　

催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
・
健
康
講
座
商
法
に
要
注
意 

くらしの 番情報110
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・
風
景
（
後
藤
竜
二
）

・
お
お
お
か
さ
ば
き
（
川
端
誠
）

・
ち
い
さ
い
ち
ゃ
ん
（
ジ
ェ
シ
カ
・
ミ
サ
ー
ヴ
）

・
ひ
る
ね
の
じ
か
ん
で
す
（
馬
場
の
ぼ
る
）

▼
日
時　

９
月
22
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時　

10
月
６
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

９
月
19
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
な
ど

▼
日
時　

９
月
15
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
（
23
分
）
、

盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一
生
（
25
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

先
着
80
人　

▼
入
場
無
料

　

図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク

（
絵
本
２
冊
入
り
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
18
日
㈫
、
10
月
５
日
㈮ 

午
後

１
時
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て

実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

　

９
月
18
日
㈫
・
25
日
㈫
、
10
月
１
日
㈪
・
２

日
㈫
・
９
日
㈫
・
15
日
㈪

　

休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
は
、

破
損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

お 

は 

な 

し 

会

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

　

私
は
本
が
好
き
な
ほ
う
で
は
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
本
に
出
会
い
初
め
て
一
気
に

読
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
題
名
の
と
お

り
、
悲
し
く
、
も
ど
か
し
い
感
じ
も
す
る

話
で
す
が
、
そ
の
中
に
も
ち
ょ
っ
と
し
た

温
か
み
が
あ
り
ま
す
。　

　

主
人
公
の
一
つ
一
つ
の
心
情
が
す
ご
く

丁
寧
に
描
か
れ
て
い
て
、
す
ぐ
に
こ
の
世

界
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
読

み
始
め
は
、
す
ご
く
寂
し
い
二
人
が
主
人

公
な
の
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
く
の
か
不
安
で
し
た
が
、
最
後

の
場
面
で
は
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
り
、
ビ

ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

著
者
の
乙
一
さ
ん
は
す
ご
く
文
才
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
映
画
化
さ
れ
て
い
る
こ

の
本
は
、
多
く
の
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い

お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

『
暗
い
と
こ
ろ
で
待
ち
合
わ
せ
』

　

 

乙 

一  

著

小
池　

恵
理
子
さ
ん
（
佐
間
）

新
着
図
書

一
般
書

・
日
本
人
の
矜
持
（
藤
原
正
彦
）

・
高
齢
者
の
外
出
・
旅
行
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
ブ

　

ッ
ク
（
田
中
義
夫
）

・
パ
ー
ル
判
事
（
中
島
岳
志
）

・
い
じ
め
は
な
ぜ
防
げ
な
い
の
か
（
豊
田
充
）

・
図
説
江
戸
東
京
怪
異
百
物
語
（
湯
本
豪
一
）

・
新
幹
線
の
し
く
み
（
新
星
出
版
社
編
集
部
編
）

・
食
糧
争
奪
（
柴
田
明
夫
）

・
晩
夏
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

・
天
上
の
白
い
笑
み
（
桐
生
典
子
）

・
青
い
鳥
（
重
松
清
）

・
人
は
思
い
出
に
の
み
嫉
妬
す
る
（
辻
仁
成
）

・
一
瞬
で
い
い
（
唯
川
恵
）

・
知
よ
り
情
だ
よ
（
渡
辺
淳
一
）

児
童
書　

・
う
み
の
し
ゅ
く
だ
い
（
な
か
の
ひ
ろ
み
）

・
生
命
が
め
ぐ
る
星
（
桃
井
和
馬
）

・
わ
た
し
の
お
と
う
と
（
あ
ま
ん
き
み
こ
）

・
し
ほ
ち
ゃ
ん
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
（
に
し
ま

　

き
か
や
こ
）

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

9
月
20
日
（木）

泉
　

小

10
月
4
日
（木）

9
月
21
日
（金）

太
田
東
小

9
月
26
日
（水）

荒
木
小

9
月
19
日
（水）

星
宮
小

9
月
28
日
（金）

南
河
原
小

10
月
5
日
（金）

埼
玉
小

10
月
10
日
（水）

北
　

小

10
月
11
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

10
月
12
日
（金）

太
田
西
小

10
月
3
日
（水）

須
加
小

※変更する場合があります

　

小
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　
　
「
お
は
な
し
の
時
間
」
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行
田
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
第
14
回
市
民

祭
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
が
７
月
28
・
29
日
の
２

日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

28
日
の
前
夜
祭
で
は
、
各
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に

よ
る
発
表
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ほ
か
、
山
車
の
叩
き
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
声
と
汗
で
会
場
も

わ
き
あ
が
り
、
祭
り
独
特
の
熱
気
が
翌
日
の
市

民
祭
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

市
民
祭
当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
る
悪
天
候
で

し
た
が
、
日
中
は
青
空
も
見
え
て
町
内
み
こ
し

や
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
観
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
雷
雨
に
よ
り
浮
き
城

だ
ん
べ
踊
り
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
雨
の
中
、
数
台
の
山
車
が
出
陣

し
て
叩
き
合
い
を
行
い
、
梅
雨
明
け
前
の
夜
空

に
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
創
生
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、

夏
休
み
ふ
る
さ
と
子
供
教
室
は
年
々
参
加
者
が

増
え
、
大
人
気
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
子
供
教
室
の
一
つ
、
魚
つ
か
み
会
が
８
月

１
日
、
休
耕
田
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
ビ
オ
ト

ー
プ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
が
60
人
以
上
集
ま
っ
た
こ
の
魚
つ

か
み
会
。
裸
足
に
な
っ
た
子
供
た
ち
は
、
ど
ろ

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
同
ク
ラ
ブ
会
員
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
コ
イ
や
フ
ナ
を
素
手
や
網
で
捕
ま
え

よ
う
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
捕
ま
え
た
魚
を
見
せ
合

っ
た
り
交
換
し
た
り
し
て
、
夏
休
み
の
思
い
出

の
１
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

悪
天
候
に
負
け
ず
山
車
が
出
陣

　

８
月
19
日
、
富
士
見
公
園
庭
球
場
と
忍
中
学

校
を
会
場
に
第
34
回
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら
１
１
０
組
２
２
０

人
が
参
加
し
、
一
般
男
子
の
部
と
一
般
女
子
の

部
に
分
か
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
争
わ
れ

ま
し
た
。
照
り
つ
け
る
強
い
日
差
し
を
も
の
と

も
せ
ず
、
コ
ー
ト
の
中
で
は
熱
い
闘
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
途
切
れ
な
い
ラ

リ
ー
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
な
ど
好

プ
レ
ー
が
続
出
し
、
息
を
も
つ
か
せ
ぬ
試
合
展

開
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ト
の
中
で
熱
い
闘
い

ど
ろ
ん
こ
な
ん
て
気
に
な
ら
な
い
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８
月
２
日
、
消
防
本
部
で
「
第
15
回
夏
休
み

一
日
消
防
士
」
が
行
わ
れ
、
市
内
の
小
学
生
61

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
通
信
指
令
室
な
ど

の
現
場
を
見
学
し
た
後
、
救
助
訓
練
・
放
水
訓

練
・
防
火
衣
等
着
装
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
ロ
ー

プ
を
渡
っ
た
り
放
水
を
行
っ
た
り
と
、
汗
を
び

っ
し
ょ
り
か
き
な
が
ら
憧
れ
の
消
防
士
の
仕
事

を
体
験
し
た
子
供
た
ち
。
午
後
に
は
、
鴻
巣
市

に
あ
る
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
で
地
震
や
煙
中

避
難
訓
練
な
ど
の
体
験
学
習
を
行
い
、
夏
休
み

の
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

憧
れ
の
消
防
士
を
体
験

　

８
月
４
日
・
５
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ

足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催
に
よ
る
足
袋
蔵

昔
体
験
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
25
人
の
子
供
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
打
ち
体
験
で
は
、
粉
で
服
を
真
っ
白

に
し
な
が
ら
も
、
友
達
と
協
力
し
合
っ
て
作
る

子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
会
場
の
忠
次
郎

蔵
に
響
き
ま
し
た
。
花
火
や
肝
試
し
、
就
寝
前

に
は
行
田
の
伝
説
と
史
話
の
語
り
を
聞
く
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
尽
く
し
の
一
日
に
大
興
奮
。
足
袋
作

り
見
学
や
蔵
め
ぐ
り
で
昔
の
行
田
を
学
ぶ
な
ど

普
段
で
き
な
い
経
験
に
、
子
供
た
ち
の
表
情
は

い
き
い
き
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
、
第
22
回
浮
き
城
の
ま
ち
行
田
少

年
の
主
張
大
会
が
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら

い
」
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
各
小
中
学
校
の
代

表
者
24
人
が
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
命
の
大
切
さ
や
将
来
の
夢
の
ほ

か
、
身
の
回
り
で
起
き
た
出
来
事
を
き
っ
か
け

に
考
え
方
を
見
直
し
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
を
題
材
に
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て

堂
々
と
主
張
。
緊
張
し
な
が
ら
も
、
感
情
を
込

め
て
一
人
ひ
と
り
に
問
い
か
け
る
よ
う
な
発
表

に
、
来
場
者
は
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

問
い
か
け
る
よ
う
な

　
　
　
　
　

主
張
に
引
き
込
ま
れ

　

関
東
大
会
で
各
種
目
上
位
の
成
績
を
収
め
た

進
修
館
高
等
学
校
の
西
村
わ
こ
さ
ん
（
空
手
道

女
子
個
人
組
手
２
位
）
、
関
根
幸
大
さ
ん
（
陸

上
競
技
１
０
０
ｍ
２
位
・
２
０
０
ｍ
５
位
）
、

野
島
克
幸
さ
ん
（
陸
上
競
技
ハ
ン
マ
ー
投
げ
２

位
）
、
須
加
幸
生
さ
ん
（
陸
上
競
技
ハ
ン
マ
ー

投
げ
３
位
）
が
７
月
20
日
、
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
を
決

め
た
報
告
の
た
め
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

出
場
が
決
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
８
月
に

佐
賀
県
で
開
催
）
に
向
け
て
の
決
意
を
語
る
４

人
の
選
手
た
ち
に
、
工
藤
市
長
か
ら
熱
い
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

昔
の
行
田
に
大
興
奮

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た

　
　
　

生
徒
ら
が
工
藤
市
長
を
訪
問　



　

素
朴
で
温
か
い

音
色
と
涙
の
滴
の

よ
う
な
形
状
が
特

徴
の
楽
器
、
オ
カ

リ
ナ
。
そ
の
音
と

形
に
魅
せ
ら
れ
練

習
に
励
ん
で
い
る

の
が
、
持
田
オ
カ

リ
ナ
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、

毎
月
第
１
・
２
・

３
水
曜
日
の
午
前
中
に
、
持
田
公
民
館
を
会
場

に
13
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中

に
は
、
オ
カ
リ
ナ
作
り
講
座
で
製
作
し
、
懐
か

し
さ
を
覚
え
る
音
色
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が

始
め
た
き
っ
か
け
と
い
う
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

素
焼
き
の
土
器
で
で
き
て
い
る
オ
カ
リ
ナ
は
、

し
っ
か
り
温
め
て
か
ら
演
奏
し
な
い
と
音
程
が

安
定
し
な
い
た
め
、
オ
カ
リ
ナ
を
温
め
る
こ
と

か
ら
練
習
が
ス
タ
ー
ト
。
パ
ー
ト
を

上
下
に
分
け
て
演
奏
す
る
な
ど
、
豊

か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り
出
す
た
め

の
練
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

今
秋
に
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
文
化

祭
に
向
け
、
「
若
者
た
ち
」
「
き
ょ

う
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
「
ほ
た
る

こ
い
」
な
ど
の
曲
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
楽
し
ん
で
演
奏
し
て
も
ら
う

こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
指
導
を
し
て

い
る
と
い
う
部
長
の
佐
藤
鉄
雄
さ
ん

18

は
、
皆
さ
ん
が
演
奏
し
や
す
い
よ
う
に
既
存
の

楽
譜
を
オ
カ
リ
ナ
の
音
階
に
合
わ
せ
て
作
り
直

し
て
い
ま
す
。
練
習
の
時
間
は
毎
回
楽
し
く
内

容
も
充
実
し
て
い
て
、
月
１
回
、
外
部
か
ら
先

生
を
招
い
て
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
腕
前
は
め
き
め
き
と
上
達

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
「
モ
ル
ダ
ウ
の
流
れ
」
や
「
ジ
ャ
ン
バ

ラ
ヤ
」
な
ど
難
易
度
の
高
い
曲
に
も
挑
戦
し
た

り
、
他
の
楽
器
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
行
っ
た
り

し
た
い
と
話
す
皆
さ
ん
。
さ
ら
に
、
福
祉
施
設

へ
の
慰
問
な
ど
も
行
い
、
オ
カ
リ
ナ
の
持
つ
音

色
の
美
し
さ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
新
た
な
仲
間
を

増
や
し
、
み
ん
な
で
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
同
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

池
畑
廣
子
☎
５
５
３―

１
２
９
９

　このコーナーに登場していただけ
る方・団体・作品を募集しています。
行田市本丸２−５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。 

広
場〜素朴で温かい音色を響かせて〜

持田オカリナクラブ

忍　
　
　

伊
藤　

英ふ
さ

子

ぐ
い
っ
と
捥も

ぐ
も
ろ
こ
し
ぎ
び
と
鳴
き
に
け
り

中
央　
　

藤
野　

芳
江

こ
が
ね
む
し
灯
に
慕
ひ
寄
り
命
果
つ

谷
郷　
　

斉
藤　
　

勲

地な

震い

果
て
て
テ
レ
ビ
に
見
入
る
水す

い
ち
ゅ
う
か

中
花

須
加　
　

須
加
か
づ
江

朝
顔
や
笑
顔
ひ
ろ
が
る
垣
根
越
し

下
中
条 　
飯
塚
よ
ね
子

風
や
さ
し
手て

皿ざ
ら

に
受
く
る
岩
清
水

荒
木　
　

秋
山　

二
郎

蚊か

蜻と
ん
ぼ蛉
や
ゼ
ン
マ
イ
仕じ

掛か

け
バ
ネ
仕
掛
け

荒
木　
　

高
沢
よ
ね
子

踏
切
の
鐘
鳴
り
わ
た
る
夕
夏
野

下
忍　
　

島
田　

智
子

遠
目
に
は
や
さ
し
き
白
の
夾

き
ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃

南
河
原 　
今
村　

文
女

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
帽
子

清
水
町 　
菅
谷
実
津
子

そ
ば
咲
く
や
武ぶ

甲こ

山う

の
里
の
道ど

う
そ
し
ん

祖
神

深
水
町 　
松
岡　
　

博

揺ゆ

り
い
す
に
体
傾
け
て
梅
雨
に
倦う

む

私
の
作
品

俳
句
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平
成
17
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
財

団
法
人
忍
郷
友
会
で
は
、
進
脩
塾
と
し
て
素
読

を
し
な
が
ら
論
語
を
学
ぶ
素
読
教
室
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
進
脩
塾
の
素
読
教
室
で
講
師

を
務
め
て
い
る
の
が
田
代
敬
二
さ
ん
で
す
。

　

田
代
さ
ん
が
論
語
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

あ
る
本
と
出
会
っ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
「
儒

教
の
経
書
で
四
書
の
一
つ
で
あ
る
『
大
学
』
を

知
人
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
人
生
の
教
訓
が

秘
め
ら
れ
た
『
大
学
』
に
感
動
を
覚
え
、
魅
力

を
広
め
よ
う
と
平
成
２
年
に
進
脩
塾
を
開
校
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
四
書
の
一
つ
『
論
語
』
も

学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
人
間
性
を
磨
く
た
め
の
教

え
が
詰
ま
っ
て
い
る
論
語
に
、
奥
深
さ
と
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
論
語
の

教
え
に
よ
り
、
心
の
充
実
と
納
得
の
い
く
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

心
の
充
実
し
た
生
活
が
得
ら
れ
た
田
代
さ

ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
も
論
語
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
、
平
成
17
年

に
子
ど
も
対
象
の
素
読
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
継
続
し
た
活
動
を
行
う
自
信
が
無
か
っ
た
の

で
、
当
初
は
１
回
の
み
の
素
読
教
室
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
論
語
を
素
読
し
て
い
る

子
供
た
ち
の
目
は
輝
き
、
も
っ
と
や
り
た
い
と

い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
子
供

た
ち
や
保
護
者
の
情
熱
と
、
周
囲

の
支
え
も
あ
っ
て
素
読
教
室
を
今

も
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
」
と
話
し
、
子
供
た
ち
の

取
り
組
む
姿
勢
と
目
に
見
え
る
上

達
ぶ
り
に
目
を
細
め
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
と
し
て
も
素
読
教
室
の

中
心
的
な
存
在
で
あ
る
田
代
さ
ん
。

子
供
た
ち
の
指
導
に
は
気
を
配
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
「
素
読
の
リ
ズ
ム
や
響
き
に
よ
っ
て
子

供
た
ち
の
興
味
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
き
ま
す
。

飽
き
ず
に
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
教

材
づ
く
り
や
分
か
り
や
す
い
指
導
方
法
に
は
苦

慮
し
て
い
ま
す
」
と
、
子
供
た
ち
が
楽
し
み
な

が
ら
論
語
を
学
ぶ
た
め
の
努
力
は
惜
し
み
ま
せ

ん
。
今
後
は
指
導
者
の
育
成
を
行
い
な
が
ら
、

大
人
の
素
読
教
室
を
開
催
し
、
市
内
各
地
か
ら

素
読
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
「
論
語
の

ま
ち
行
田
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

素
読
の
声
が
市
内
各
地
か
ら
聞
こ
え
る
行
田
に

田
代　

敬
二 

さ
ん
（
行
田
・
75
歳
）

荒
木　
　

藤
田　

栄
之

利
根
を
背
に
夏
鶯う

ぐ
い
すの

鳴
く
社

や
し
ろ

上
池
守 　
伊
藤　

琴
子

ま
だ
青
き
鬼ほ

お

灯ず
き

活い

け
し
仏
間
か
な

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
今月は、平成18年 11月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 9月 28 日㈮です。
抽選会は10月2日㈫の午後1時30分市役所203会議室

荒
井　

遥は
る
と翔

ち
ゃ
ん（
持
田
）

慎
司
・
良
重
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
９
月
20
日
生
ま
れ

「
今
年
の
冬
は
ボ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
!!
」

中
村　

唯ゆ
い
と斗

ち
ゃ
ん（
若
小
玉
）

慶
吾
・
め
ぐ
み
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
９
月
23
日
生
ま
れ

「
元
気
モ
リ
モ
リ
た
く
ま
し
い
子
に
」

小
林　

壮そ
う
ご護

ち
ゃ
ん
（
栄
町
）

祐
介
・
智
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
９
月
15
日
生
ま
れ

「
大
き
く
強
く
育
っ
て
ね
」

加
藤  

穂ほ

の

か
乃
花
ち
ゃ
ん（
長
野
）

利
博
・
涼
子
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
９
月
22
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
元
気
☆
笑
顔
い
ー
っ
ぱ
い
」

飯
島　

心こ
こ
み海

ち
ゃ
ん（
本
丸
）

武
史
・
順
子
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
９
月
11
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
に
こ
に
こ 

天
使
の
笑
顔
」

 

『
ブ
ー
ケ
』（
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

和
泉　

利
子
（
南
河
原
）



▼
日
時　

11
月
24
日
㈯
【
昼
の
部
】

午
後
３
時
30
分
～
【
夜
の
部
】
午
後

６
時
30
分
～　

▼
場
所　

教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル 

▼
定
員　

各
５
０
０
人　

▼
費
用　

全
席
自
由
５
０
０
円（
小
学
生
以
上
）

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

９
月
11
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
中

央
公
民
館
お
よ
び
各
地
域
公
民
館
で

発
売
し
ま
す
（
先
着
順
）　

▼
問
い

合
わ
せ　

中
央
公
民
館
☎
５
５
６―

２
６
４
９

　

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
、

子
供
た
ち
か
ら
の
電
話
に
よ
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
た
だ
し

22
日
㈯
お
よ
び
23
日
㈰
は
、
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談
専
用
電

話
番
号　

☎
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０　

▼
相
談
担
当
者　

法
務
局

職
員
、
埼
玉
県
子
ど
も
の
人
権
専
門

委
員　

▼
問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎
０
４
８

―

８
６
３―

２
２
１
１

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
相
続
、
借

地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
、
登
記
、
差

別
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
そ
の
他
日

常
生
活
で
お
悩
み
の
方
は
、
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
11
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

熊
谷
市
商
工

会
館
（
熊
谷
市
宮
町
２―

39
） 

▼
相

談
員　

熊
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
所
属
女
性
委
員　

▼
相
談
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法

務
局
熊
谷
支
局
内
熊
谷
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
事
務
局
☎
５
２
４―

８
８
０
５

▼
日
時　

９
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）　

▼
場
所 

県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
臨
時

駐
車
場　

▼
内
容　

高
速
隊
使
用
パ

ト
カ
ー
の
展
示
、
災
害
時
の
白
バ
イ

出
動
模
範
訓
練
、
交
通
安
全
体
験
車

の
体
験
、
啓
発
品
の
無
料
配
布
、
福

引
抽
選
会
ほ
か　

▼
入
場
無
料　

▼

問
い
合
わ
せ　

行
田
警
察
署
交
通
課

☎
５
５
３―

０
１
１
０

▼
日
時　

11
月
18
日
㈰
午
後
３
時
30

分
開
場　

午
後
４
時
開
演　

▼
場
所 

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
出
演　

ク
イ
ン
テ
ッ

ト
・
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
・
ラ
・
ス
ペ

ラ
ン
ツ
ァ　

▼
曲
目　

ブ
ラ
ー
ム
ス 

ピ
ア
ノ
五
重
奏　

作
品
34
番
、
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ビ

ー
ト
ル
ズ
メ
ド
レ
ー
ほ
か　

▼
入
場

無
料
（
要
入
場
整
理
券
・
１
枚
で
４

人
ま
で
入
場
可
）　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
入

場
希
望
人
数
（
４
人
ま
で
）、
返
信

表
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
〒
３
６
１―

０
０
５
６ 

行
田
市
持
田
９
８
０　

行
田
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
」
係
へ　

▼
締
め
切
り　

10
月
19

日
㈮
必
着　

▼
そ
の
他　

抽
選
の
う

え
、
入
場
整
理
券
を
11
月
２
日
ご
ろ

ま
で
に
発
送
予
定
。
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
ご
入
場
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
☎
５
５
３―

２
１
２
２
（
午
前

９
時
～
午
後
６
時
）
ま
た
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
宮
営
業
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８―

６
４
３―

１
０
３
０
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い

た
ま
放
送
局
☎
０
４
８―

８
３
３―

２
０
４
１
（
月
～
金
曜
日
午
前
９
時

30
分
～
午
後
６
時
）

▼
日
時　

10
月
13
日
～
11
月
10
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
７
時

～
８
時
10
分　

▼
場
所　

行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象　

小
学
生

以
上
（
性
別
不
問
）　

▼
費
用　

中

学
生
以
下
１
千
円
、
高
校
生
以
上

２
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
・
資

料
を
含
む
）　

▼
そ
の
他　

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
な
ど
運
動
し
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
汗

ふ
き
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
主
催　

行
田
市
少
林
寺
拳

法
連
盟　

▼
申
し
込
み　

10
月
13
日

㈯
午
後
６
時
～
６
時
40
分
に
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
連
盟
島
田
宅
☎
５
８
８

―
４
６
９
４
ま
た
は
☎
０
９
０―

４
６
６
５―

０
９
０
１

20
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 「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　

   

電
話
相
談

 

み
ら
い
映
画
鑑
賞
会

　

  「
千
の
風
に
な
っ
て
」

 
女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

 

特
設
相
談

テ
レ
ビ
行
田
開
局
15
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ジ
ュ
ア
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

 

少
林
寺
拳
法
教
室

 

交
通
安
全
フ
ェ
ア
in
行
田



■2007.9.1  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

10
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
第
１
・
第
２
学

習
室　

▼
内
容　
【
分
科
会
１
】
講

演　
【
分
科
会
２
】デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン　

▼
テ
ー
マ　
【
分
科
会
１
】「
老

い
て
も
ま
あ
元
気
！
」　
【
分
科
会

２
】「
ど
の
子
も
輝
け
」　

▼
講
師　

【
分
科
会
１
】
田
中
美
智
子
さ
ん
（
元

衆
議
院
議
員
・
日
本
母
親
大
会
社
会

保
障
分
科
会
パ
ネ
ラ
ー
）　
【
分
科

会
２
】
白
鳥
勲
さ
ん
（
埼
玉
教
育
文

化
研
究
所
事
務
局
長
）　

▼
定
員　

【
分
科
会
１
】
１
０
０
人　
【
分
科
会

２
】
70
人　

※
同
時
刻
に
開
催
す
る

た
め
、
両
分
科
会
へ
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん　

▼
主
催　

第
25
回
行
田
地

区
母
親
大
会
実
行
委
員
会　

▼
後
援 

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
い
合
わ

せ　

北
埼
教
育
会
館
☎
５
５
３―

０
７
４
４

▼
日
時　

10
月
２
日
㈫
午
前
10
時

～
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分

～
）　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
や

す
ら
ぎ
の
里　

▼
対
象　

市
内
在

住
の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼
会
費 

１
０
０
円　

▼
内
容　

子
育
て
中
の

親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼

定
員　

30
人　

▼
主
催　

行
田
市
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

３
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

９
月
20
日
㈭
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後

１
時
を
除
く
） 

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館　

▼
内
容　

全
血
献
血　

▼
そ

の
他　

本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す　

▼
主
催　

行
田
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
問
い
合
わ
せ

　

埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
２―

９
８
５―

６
９
３
３

▼
日
時　
【
予
選
】
10
月
13
日
㈯

【
準
決
勝
・
決
勝
】
10
月
14
日
㈰ 

▼
場
所　

加
須
市
民
体
育
館　

▼

内
容　

世
界
各
地
を
転
戦
し
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
る
世
界
屈
指
の

ク
ラ
イ
マ
ー
が
集
結
し
、
手
に
汗

握
る
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
日

本
か
ら
は
、
平
山
ユ
ー
ジ
を
は
じ

め
と
す
る
、
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手

が
出
場
し
世
界
の
強
豪
を
迎
え
撃

ち
ま
す
。 

▼
主
催　

国
際
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｓ

Ｃ
）、
社
団
法
人
日
本
山
岳
協
会 

▼
そ
の
他　

大
会
運
営
に
関
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

加
須
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎
０
４
８
０―

６
２―

６
１
２
３

▼
日
時　

９
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

さ
い
た
ま
新

都
心
駅
改
札
前
自
由
通
路　

▼
内
容 

車
い
す
な
ど
の
福
祉
機
器
・
介
護
用

品
の
紹
介
、
車
い
す
の
試
乗
、
介
護

用
ベ
ッ
ド
の
試
用
、
住
宅
改
修
の
相

談
、
高
齢
者
疑
似
体
験
、
車
い
す
バ

リ
ア
フ
リ
ー
体
験
な
ど　

▼
費
用
無

料　

▼
問
い
合
わ
せ　

県
福
祉
政
策

課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
３
９
１

▼
日
時　

10
月
３
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時
30
分　

▼
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル 

▼
対
象　

平
成
20
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方

ま
た
は
１
～
２
年
以
内
の
既
卒
の
方 

▼
参
加
企
業　

90
社
予
定　

▼
そ
の

他　

履
歴
書
持
参
・
入
退
場
自
由 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
雇
用
対

策
協
議
会
☎
０
４
８―

６
４
７―

４
１
８
５

21
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第
25
回
行
田
地
区
母
親
大
会

子
育
て
談
話
室  

た
ん
ぽ
ぽ

求
人
企
業
合
同
面
接
会

福
祉
機
器
展
in
埼
玉
２
０
０
７

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　

  

２
０
０
７
加
須
大
会

 

献　

血

平成１９年度自衛官募集

「 ポイすては　あなたの心の　ゴミになる 」ポイ捨て防止啓発環境標語

募　集　項　目 受　　付 試　　験
防衛大学校学生（一般）
　　　〃　　　（推薦）

９月７日～９月２８日
９月５日～９月　７日

１１月１０日・１１日
　９月２３日・２４日

防衛医科大学校学生 ９月７日～９月２８日 １１月　３日・　４日

看 護 学 生
航 空 学 生

９月７日～９月２８日
８月１日～９月　７日

１０月１４日
　９月２２日

一 般 曹 候 補 生
２等陸海空士　男子
　　　〃　　　女子

８月１日～９月７日
通　 年　 実　 施
８月１日～９月７日

　９月１７日
　９月１６日・２４日
　９月２４日・２５日

防衛省では、次の通り採用予定者の受付および試験を行います。

※日本国籍を有し、平成２０年４月１日現在１８歳以上２７歳未
満の男女（募集項目により、受付開始日および年齢制限が異な
ります）
▶行田市自衛官募集相談員
　・新井忠晴（桜町）　　☎５５６－７０３８
　・新井洋右（忍）　　　☎５５４－１６１５
　・磯川勝美（南河原）　☎５５７－０４６３
　・関口義夫（南河原）　☎５５７－１９８６
　・手嶋益夫（持田）　　☎５５３－３３１９
　・長谷川定男（埼玉）　☎５５９－４８５３
　・藤倉　武（佐間）　　☎５５４－０５６８
　※お気軽にご相談ください
▶問い合わせ・願書・資料請求
自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
〒３６０－００３７　熊谷市筑波３－９０－１国際ビル２階
☎５２２－４８５５



▼
期
日　

９
月
15
日
㈯
・
16
日

㈰
・
22
日
㈯
・
23
日
㈰　

▼
内
容 

①
露
店
販
売
「
花
と
野
菜
」
を

１
０
０
円
均
一
で
大
売
り
出
し 

②
売
店
内
に
１
０
０
円
均
一
の
特

設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置　

③
古
代
蓮

会
館
入
館
者
に
「
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
」
を
無
料
サ
ー
ビ
ス　

④
う

ど
ん
店
で
う
ど
ん
を
注
文
さ
れ
た

方
に「
ゆ
で
た
ま
ご
」を
１
個
サ
ー

ビ
ス　

▼
そ
の
他　

各
施
設
と
も

営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

▼
日
程　

９
月
14
日
㈮
～
24
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
）　

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

▼
内
容　

会
員
の
作
品

展
（
絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真
） 

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

９
月
30
日
㈰
午
後
１
時

30
分
開
場　

午
後
２
時
開
演　

▼

場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル 

▼
出
演　

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協

会　

▼
内
容　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
音
楽
・
映
画
音
楽
・
懐
か
し
の

日
本
音
楽
ほ
か
、
親
し
み
の
あ
る

曲
を
中
心
に
心
温
ま
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

10
月
９
日
～
11
月
27
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
午
後

７
時
～
９
時　

▼
場
所　

産
業
文

化
会
館
Ｂ
１
創
作
室　

▼
対
象　

女
性　

▼
定
員　

25
人（
先
着
順
） 

▼
内
容　

着
物
の
着
付
け
、
名
古

屋
帯
・
袋
帯
の
結
び
方　

▼
参

加
費　

２
千
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み　

９
月
22
日
㈯
午
前

９
時
か
ら
同
館
窓
口
に
て
（
電
話

受
け
付
け
は
翌
日
午
前
９
時
～
）

▼
日
時　

10
月
11
日
～
11
月
８
日

の
毎
週
木
曜
日 

（
全
５
回
）
午
後

４
時
～
５
時　

▼
場
所　

市
民

プ
ー
ル　

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ワ
ー
（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・

水
温
）
を
利
用
し
個
人
の
体
力
に

合
っ
た
効
果
的
な
運
動
を
楽
し
く

行
い
健
康
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま

た
流
行
の
種
目
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
随
所
に
取
り
入
れ

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
お
よ
び
癒
し
効

果
を
得
ま
す
。 

▼
対
象　

成
人 

▼
定
員　

60
人
（
先
着
順
） 

▼
参

加
費　

１
千
円　

▼
申
し
込
み 

９
月
13
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
市
民

プ
ー
ル
窓
口
に
て

▼
日
時　

毎
週
金
曜
日 

午
後
４

時
～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー

ル　

▼
内
容　

個
人
の
レ
ベ
ル
に

▼
日
時　

９
月
26
日
㈬
午
後
６
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　

▼
テ
ー
マ　
「
今
こ
そ
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
高
き
精
神

を
」  

▼
定
員　

４
０
０
人　

▼
入

場
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）  
▼
整

理
券
配
布　

９
月
３
日
㈪
午
前
10
時

～
正
午
お
よ
び
午
後
１
時
～
３
時
に

㈳
行
田
青
年
会
議
所
事
務
局
（
商
工

セ
ン
タ
ー
３
階
）
に
て　

▼
問
い
合

わ
せ　

㈳
行
田
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
５
５
６―

４
１
１
５

▼
期
間　

１
年
間
（
更
新
可
） 

▼
内

容　

市
中
心
街
国
道
１
２
５
号
線
の

歩
道
に
設
置
し
て
あ
る
わ
ら
べ
銅
人

形
39
体
の
管
理
・
保
全
お
よ
び
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
手
伝
い　

▼
説
明
会
日

時　

９
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～ 

▼
説
明
会
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
４
研
修
室　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浮
き

城
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
高
橋
宅

☎
５
５
６―

２
７
６
８
ま
た
は
☎

０
９
０―

２
７
６
８―

４
２
９
５

22

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

広告

 

藤
岡
弘
、
講
演
会

 

わ
ら
べ
銅
人
形
の

  

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

第
13
回
行
田
市  　

美
術
家
協
会
展

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,９１３人　　男４３,８００人　　女４４,１１３人　　世帯数３２,０５４世帯
（平成１９年８月１日現在）　 ７月中の異動　出生６２人　転入等１９５人　死亡７４人　転出等１８１人

古
代
蓮
の
里 　
　

「
秋
の
感
謝
祭
」

　
　
　

  

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

さ
ん
ぶ
ん
着
付
け
教
室

　
　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
キ
ッ
ズ

　
　
　
　
　

   

ク
ラ
ブ
会
員



■2007.9.1  ■行田市役所／TEL556-1111

合
わ
せ
た
水
泳
指
導
を
行
う
の

で
、
水
が
苦
手
な
お
子
さ
ん
で
も

楽
し
め
ま
す
。
▼
対
象　

小
学

１
年
生
～
６
年
生　

▼
会
費　

月

額
２
千
円　

▼
申
し
込
み　

市
民

プ
ー
ル
に
て
（
現
在
活
動
中
の

た
め
定
員
45
人
に
な
り
次
第
締
切

り
）
※
電
話
予
約
可

▼
日
時　

10
月
21
日
㈰
午
後
１
時

30
分
開
場　

午
後
２
時
開
演　

▼

場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

民
謡
・
箏
・
尺
八
・
大

正
琴
・
三
味
線
・
太
鼓
な
ど
邦
楽

盛
り
だ
く
さ
ん
の
趣
向
を
凝
ら
し

た
ラ
イ
ブ
で
す
。 

▼
出
演　

竹

糸
会
、
行
田
市
大
正
琴
連
盟
、
花

柳
流
は
な
ぶ
さ
会
、
箏
曲
八
千
代

会
、
銭
太
鼓
つ
づ
み
会
、
藤
蓉
会
、

各
公
民
館
民
謡
会
、
沖
縄
民
謡 

▼
入
場
無
料
（
要
整
理
券
）　

▼

定
員　

２
５
０
人　

▼
整
理
券
配

布　

９
月
17
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て 

▼
そ
の
他　

小
さ
な
お
土
産
付

23

広告

固定資産税・都市計画税・・３期　　　介護保険料・・・・・・・３期
国民健康保険税・・・・・・３期　　　納期限・・・・１０月１日（月）

今月の納税

い
き
い
き
財
団　
　
　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　

～
和
に
親
し
む
秋
の
集
い
２
０
０
７
～

▼
日
時　

９
月
20
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
午
後
３

時
ま
で
） 

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　

▼
内
容　

企
業
の

採
用
担
当
が
直
接
、
面
接
し
ま
す
。 

※
参
加
企
業
は
10
社
（
予
定
）。
勤

務
地
は
市
内
が
中
心
。
▼
参
加
無
料 

▼
主
催　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
、
行

田
市
、行
田
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
、

行
田
商
工
会
議
所　

▼
そ
の
他　

面

接
・
応
募
は
自
由
。
履
歴
書
と
職
務

経
歴
書
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行

田
☎
５
５
６―

３
１
５
１

▼
日
時　

10
月
６
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

八
木
橋
デ

パ
ー
ト
８
階
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル
前 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
司
法
書
士

会
熊
谷
支
部
福
田
☎
５
２
３―

２
５
１
４

▼
日
時　

９
月
17
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
相
談
方
法　
【
面
談

相
談
】
埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
浦
和
・
熊
谷
・
越
谷
・

所
沢
）
※
予
約
制　
【
電
話
相
談
】

☎
０
４
８―

８
７
２―

８
０
５
５

（
相
談
当
日
の
み
）　

▼
相
談
内
容 

必
要
も
な
い
の
に
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契

約
を
さ
せ
ら
れ
た
・
認
知
症
の
父
の

不
動
産
を
売
却
し
て
入
院
費
に
充
て

た
い
・
寝
た
き
り
の
父
の
面
倒
を
み

て
財
産
管
理
を
し
て
き
た
が
、
ほ
か

の
兄
弟
か
ら
疑
わ
れ
て
い
る 

な
ど 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

埼
玉

司
法
書
士
会
☎
０
４
８―

８
６
３―

７
８
６
１

▼
日
時　

10
月
12
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

熊
谷
駅
ビ
ル

東
側
テ
ィ
ア
ラ
４
階
特
設
会
場
（
熊

谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

第
１
会
議
室
・
第
２
会
議
室
） 

▼
内

容　

相
談
担
当
（
弁
護
士
１
人
、
家

事
調
停
委
員
２
人
、
民
事
調
停
委

員
２
人
）
が
調
停
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。 

▼
相
談
事
項　

サ
ラ

金
、
交
通
事
故
、
近
隣
の
問
題
、
家

庭
内
や
男
女
の
問
題
、
後
見
な
ど 

▼
そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す 

▼
問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
・

家
庭
裁
判
所
熊
谷
支
部
、
熊
谷
簡
易

裁
判
所
☎
５
２
１―

２
４
７
４

行
田
地
域
就
職
面
接
会

法
の
日

 

「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」

 

全
国
一
斉

  

無
料
成
年
後
見
相
談
会

 

無
料
調
停
相
談
会



　

徳
川
将
軍
家
を
頂
点
と
す
る
武
家
社
会
の
な
か

で
、
大
名
た
ち
は
茶
の
湯
や
能
楽
に
始
ま
り
書
画
や

和
歌
、
中
国
の
古
典
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
養

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
慶
事
な
ど
の
際
、
他
の
大
名

を
招
い
て
祝
宴
を
催
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
将
軍
の
御
前
で
披
露
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
大
名
社
会
を
生
き
て
い
く
う
え
で
文
化

人
と
し
て
の
教
養
を
必
要
と
し
た
の
で
す
。

　

阿
部
家
の
当
主
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
書
画
を
残
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
市
内
に
伝
わ
っ
て
い
る
作
品
の

ほ
と
ん
ど
が
阿
部
正ま
さ
つ
ね識
の
描
い
た
も
の
で
す
。
正
識

は
政
治
家
一
族
の
阿
部
家
の
な
か
に
あ
っ
て
、
病
弱

で
出
世
に
あ
ま
り
興
味
が
な
く
、
趣
味
の
世
界
に
生

き
、
荒
木
村
天
洲
寺
の
太
子
堂
や
須
加
村
如
来
堂
の

扁
額
を
は
じ
め
多
く
の
書
画
を
残
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
公
式
の
場
で
教
養
や
芸
事
を
披
露
す
る
機

会
が
多
か
っ
た
の
は
３
代
正
武
で
し
た
。
正
武
が
仕

え
た
５
代
将
軍
徳
川
綱
吉
は
能
楽
が
大
好
き
で
、
自

身
も
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
能
舞
台
で
諸
大
名
を
前
に

し
て
た
び
た
び
舞
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

終
わ
る
と
同
席
し
て
い
る
大
名
に
も
舞
う
こ
と
を
求

め
た
の
で
す
。
正
武
は
貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）
11

月
、
綱
吉
の
指
名
で
「
葛か
づ
ら
き城
」
を
舞
っ
た
の
を
最
初

に
将
軍
や
御
三
家
、
諸
大
名
の
前
で
何
度
か
能
を
披

露
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
幕
臣
に
論
語
を
講
義
す
る
ほ
ど
大
の

学
問
好
き
だ
っ
た
綱
吉
は
、
正
武
に
も
御
前
で
論
語

を
講
義
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。
特
に
元
禄
７
年

（
１
６
９
４
）
３
月
、
綱
吉
が
忍
藩
の
江
戸
藩
邸
に

御
成
し
た
と
き
は
、
正
武
だ
け
で
な
く
兄
弟
や
長
男

正ま
さ
た
か喬

、
同
席
し
た
親
戚
の
大
名
ま
で
も
綱
吉
の
御
前

で
論
語
を
講
じ
ま
し
た
。
綱
吉
は
大
変
満
足
し
て
、

多
く
の
下
賜
品
を
正
武
や
同
席
者
に
与
え
ま
し
た
。

ま
さ
に
接
待
論
語
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
こ

う
い
っ
た
努
力
が
実
を
結
び
、
綱
吉
の
信
頼
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　なすは初夏から秋が旬です。90％が水分ですが、鮮やかな紫色の色素ナスニ
ンは動脈硬化を防ぎます。体内のナトリウムを排出するカリウムも含んでおり、
血圧降下に役立ちます。身体の熱をとる効果もあり、夏ばてで食欲のないとき
に相性のよい油と組み合わせてエネルギーを補給しましょう。
　冷蔵庫で冷やしておくと、一品料理として利用できます。

材料（２人分）
なす…3 本　鶏もも肉…50g　酒…少々　Ａ【しょうゆ…大さじ 1/2
ごま油…小さじ 1　酢…大さじ 1/2】

作り方
①なすは部分的に皮をむき、蒸して冷まし縦にさく。鶏肉も酒蒸しし、冷

ましてからさく。
②Ａのつけ汁をあわせる。　
③ボウルになす、鶏肉を入れ、つけ汁を加えて混ぜ合わせ冷まし、味をな

じませる。※なす、鶏肉の加熱は電子レンジを利用すると簡単です。

… 鮮 や か な 紫 色 が 効 果 あ り …
なすと蒸し鶏の中華あえ

栄養成分（１人分）
エネルギー 288kcal　たんぱく質 7.8g　脂質 3.8g 
食塩相当量0.6g　カリウム651mg　食物繊維5.5g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成19年 9月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。
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環境にやさしい大豆油インキ

阿部正識書


